
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちなか消費リーダーのタイプとニーズ 
 

－鳥取市中心市街地商店街に対する消費者ニーズ調査－ 

 

 

 

 

 

2017年 7月 20日 

公立鳥取環境大学 

磯野誠研究室 

 

 

 

 

 



1 

 

まちなか消費リーダーのタイプとニーズ 

－鳥取市中心市街地商店街に対する消費者ニーズ調査－ 

 

2017年 7月 20日 

 

作成： 矢野 志佳 公立鳥取環境大学経営学部 磯野誠研究室 E-mail：b148162l@biz.kankyo-u.ac.jp 

     磯野 誠 公立鳥取環境大学経営学部 磯野誠研究室 E-mail: m-isono@kankyo-u.ac.jp  

 

公立鳥取環境大学経営学部 磯野誠研究室 

689-1111 鳥取県鳥取市若葉台北１−１−１ 

電話/FAX： 0857-32-9115 

 

協力： 成清 仁士 鳥取市中心市街地活性化協議会 E-mail: narikiyo@tottori-machinaka.com 

     平木 美雪 鳥取市中心市街地活性化協議会 E-mail: hiragi@tottori-machinaka.com 

 

鳥取市中心市街地活性化協議会 

680-0832 鳥取県鳥取市弥生町３２３−１ パレットとっとり２F市民交流ホール内 

電話： 0857-39-0777  FAX: 0857-39-1222  

 

      

 

 

 



2 

 

まちなか消費リーダーのタイプとニーズ 

－鳥取市中心市街地商店街に対する消費者ニーズ調査－ 

  

 

目次 

 

１ 調査背景     4 

 

２ 理論背景     5 

 

３ 調査方法     8 

 

４ 結果と考察：     8 

 

５ 提言      28 

 

参考文献      30 

 

 

 

別冊： インタビュー結果記述  



3 

 

  



4 

 

１ 調査背景 

 

 鳥取駅前中心市街地（以下、まちなか）に立地する商店街の活性化のために、何が求められているのか。まちなかの

活性化のために、その商業の活性化は、最重要課題の１つと位置づけられる（第２期鳥取市中心市街地活性化基本計

画）。一般的に商店街活性化のために、商店街の賑わい創出という目的で、これまでに様々なイベントが数多くなされ、

それらは一定の成功を収めてきているが、各店舗への売り上げ貢献には結びついていないとの課題も指摘されてきて

いる（「地方は儲からないイベント地獄で疲弊する」東洋経済ONLINE2017年 1月 25日）。鳥取駅前まちなか商店街も

同様の様子がうかがえる。中心市街地活性化イベント支援事業として各種イベントが企画・実施されているが（第２期鳥

取市中心市街地活性化基本計画）、イベントで人は来ても、商店街内のお店には寄っていかずに、イベントが終われ

ばそのまま帰ってしまうという声が聞かれる（鳥取駅前太平線再生プロジェクト事業検証報告書 2016年９月；鳥取駅周

辺賑わい創出WG平成２８年８月２３日議事録）。また郊外の大規模ショッピングセンター等出店のために（第２期鳥取

市中心市街地活性化基本計画）、まちなかには人は来なくなったといわれるが、そのような一見厳しい条件にあるまち

なかに立地していても、十分に集客している個店も存在する。このことは、商店街活性化のためには結局、商店街を構

成する各個店のより多くが、それぞれの顧客価値を実現し、それぞれが集客力を持つ必要があることを意味する。 

 企業が存続し成長し続けるための基本は、需要創造にあり、需要創造のために最も重要な活動とは、市場の求める

仮説的なニーズを反映した製品・サービス（価値物）のコンセプトを明確にし、それを具現化することである（嶋口・石井 

2003）。各個店がその顧客魅力を実現するためには、まずは顧客の顕在・潜在ニーズを反映した価値物を提供ないし

創造することが求められる。ではまちなかの顧客となるような人の顕在・潜在ニーズとは何か。 

 本調査目的として、次のように設定した。まちなかに来たり、買い物などで使ったりするような人々を「まちなかの生活

者」と呼ぶとき、まちなかの生活者は、商店街と各個店に、顕在的・潜在的に何を求めているのか（ニーズ）、そして商店

街と各個店は彼らに価値物として何を提供・創造すべきかについて、定性調査によって検討する。その際、まちなか生

活者の中でも、特にまちなかでの消費スタイルを牽引する存在である「まちなか消費リーダー」に焦点を当て、将来の

彼らのニーズ理解を基にしたセグメンテーション＆ターゲティング分析に繋げるために、彼らのプロファイリングを行う

（図１−１）。 

 このまちなか生活者、特にまちなか消費リーダーのニーズ理解とプロファイリングは、今後のまちなかでの新規出店者

の、まちなか生活者に提供しようとする商品やサービス（価値物）を企画する際の参考となることを意図する。まちなかで

の新規出店およびそれらの持続的成長は、まちなかの商業の活性化策の最重要課題の１つとして位置づけられるもの

である（第２期鳥取市中心市街地活性化基本計画）。また、これまでにまちなか活性化のための基礎調査としては、定

量調査が主であり、まとまった形での定性調査はなされてこなかった。本調査は、まちなか生活者のニーズ理解のため

の本格的な定性調査という点で意義があるものと考える。 

 

図１−１ まちなか生活者とまちなか消費リーダー  

まちなか生活者 

まちなか消費リーダー 
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２  理論背景 

 

２−１ 開発プロセス・育成プロセスと顧客ニーズの理解 

 企業が存続し成長し続けるための基本は需要創造にあり、その最も重要な活動とは、市場の求める仮説的なニーズ

を反映した製品・サービス（価値物）のコンセプトを明確にし、それを具現化することである（嶋口・石井 2003）。各個店

がその顧客魅力を実現するためには、まずは顧客の顕在・潜在ニーズを反映した価値物を提供ないし創造することが

求められる。 

 顧客ニーズ理解，製品・サービスのコンセプト開発，その具現化を含めた需要創造活動とは具体的には，近藤・小田

（2004）に依拠すれば次のように表される。ここでは，開発プロセス，すなわち市場に導入すべき製品やサービス（個店

やその品揃えを含む）を開発するプロセスと，育成プロセス，すなわち市場導入後の製品やサービス（個店やその品揃

えを含む）を育成するプロセスが説明され，それらは図２−１のように各段階から構成される。 

 

図２−１ 開発プロセスと育成プロセス 

開発プロセス： 

アイデア探索→コンセプト構築→もの作り・表現作り→試作→受容性評価→需要予測→導入計画→市場導入 

 

育成プロセス： 

市場導入→浸透度チェック→購入実態の把握→プロモーション効果測定→ブランド評価→消費実態・意識 

 

（出所： 近藤・小田 (2004) 図１−１ を一部修正） 

 

 開発プロセスにおけるコンセプト構築とは，どのような製品・サービスを，誰をターゲットとして開発するのかを定義する

ものである。ここで特に開発しようとする製品・サービスにとってのターゲット顧客を設定しなければならない。個店作り

においてもまずそのコンセプト構築が必要となるが，そのためにはやはり誰をターゲットとするのかを明らかにしなけれ

ばならず，本ニーズ調査からの知見はその一助となるはずである。またコンセプトをもとに作られたものや表現、試作、

すなわち個店のプロトタイプの受容性評価（それがどの程度ターゲット顧客から受け入れられるのかの評価）において

も、その個店のターゲットとして設定された顧客層の人によってなされるべきである。 

 また育成プロセスにおける購入実態の把握，消費実態・意識の把握は，現在すでに展開している製品・サービスにつ

いて，そのコンセプト通りにターゲット顧客に受け入れられているのか，そうでなければどこに問題があり，どうすればい

いのかを把握するものである。本ニーズ調査は現在の商店街，個店に対する実態調査でもある。本調査からの知見は，

今後，商店街や個店はターゲットとすべき顧客に受け入れられるために，何をすべきか，あるいはそもそも誰をターゲッ

トとすべきかを考える一助となるはずである。 

 

２−２ Japan-VALS   

 本調査のインタビュイの選定およびプロファイリング分析の際には、ライフスタイル類型モデルの一種である VALSモ

デル（株式会社ジェーディーエス HP、2017年 7月 11日）に依拠した。ここでその VALSモデルとは、次の通りである。

日本人を対象とした Japan-VALSは、Rogers の普及理論と心理学の類似性理論に基づき、そのライフスタイルを価値

観（伝統、達成、自己表現）の軸と、需要先進性・新しいものの受け入れの速さの軸で９つに類型化したものである。
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（Japan-VALSによるライフスタイル類型については、株式会社ジェーディーエス HP を参照のこと。）  

 Rogers (2003)のイノベーション普及理論は、新しい変化（イノベーション）とは一度に普及浸透するわけではなく、最初

に行動する人（イノベーター：先駆的採用者））から、アーリーアダプター（初期少数採用者）を経て、他人の行動を判断

しながら追従する人（アーリーマジョリティ：前期多数採用者、レイトマジョリティ：後期多数採用者）、最後に行動する人

（ラガード：採用遅滞者）へと浸透していくことを説明する（Rogers 2003; 株式会社ジェーディーエスHP、2017年7月11

日）。 

 この中で特に重要となるのは、「伝統尊重派」「社会達成派」「自己顕示派」から構成されるアーリーアダプターである

とされ、それはアーリーアダプターこそが、アーリーマジョリティ、レイトマジョリティ、ラガードの消費行動を牽引する、す

なわち市場を創出する消費リーダーとなるからである。ここでアーリーアダプターである「伝統尊重派」「社会達成派」

「自己顕示派」、および彼らをフォローするアーリーマジョリティである「伝統派アダプター」「社会派アダプター」「自己派

アダプター」、さらに彼らをフォローする「同調派」とは、図２−２のように説明される。 

 まちなかの活性化のために、まちなかの商店街に対する顧客ニーズを理解する際に、対象とすべき顧客とは、この

VALSモデル及びRogersイノベーション普及理論に依拠すれば、まちなかに関するアーリーアダプターとなるような人で

あり、彼らをここでは「まちなか消費リーダー」と呼ぶ。そのまちなか消費リーダーであるアーリーアダプターのニーズを

理解し、それを反映するような価値物を実現することで、まちなかに対する市場（アーリーアダプター、アーリーマジョリ

ティ、レイトマジョリティ、ラガードから構成）を創出することができることが考えられる。そしてそのまちなか消費リーダー

あるいはアーリーアダプターとなるような人として、まちなかの専門家である中心市街地活性化協議会からのアドバイス

と協力を受け、インタビュイを選定し、以下のようにインタビュー結果から彼らを分析した。 

 

図２−２ Japan-VALS 

個人の価値観  

伝統型 達成型 自己表現型 受容先進性 

 革新創造派 
新しいものに積極的な好感度リーダー。 

広範囲な関心を持ち、平行感覚に優れる。 

経済力、バイタリティも強くトレンドにも目を配る 

イノベーター 

伝統尊重派 
日本の文化の伝統を守り、 

継続する層 

日本の文化、社会的伝統を守る意

識が強く、義理、分別を重んじる 

社会達成派 
キャリア、社会志向の強い層 

社会的。文化的関心が強く、客観的

ゴールを設定して努力する 

趣味も豊富 

自己顕示派 
レジャー・ファッション高感度享楽層 

流行に敏感で自己実現にこだわる 

今をエンジョイする 

アーリー 

アダプター 

 

伝統派アダプター 
伝統尊重派を追う層 

社会派アダプター 
社会達成派を追う層 

自己派アダプター 
自己顕示派を追う層 

アーリー 

マジョリティ 

 同調派 
社会派に後から参加する層 

自分から積極的に新しいものを求め

ないが、周囲の意見は尊重 

 フォロワー 

 

 雷同派 
社会の流れに鈍感な保守層 

流行には関心を示さず、変化を好ま

ない。生活の中心は家族 

 

 つつましい生活派 
社会の流れに低関心な層 

静かな生活を志向し、長時間テレビ

を見て過ごす傾向がある 

 

（出所： 株式会社ジェーディーエスHP、2017年7月11日を一部修正 
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２－３ 生活体系アプローチの消費行動メカニズムモデル 

 またこの VALSモデルに加えて、まちなか生活者・まちなか消費リーダーのプロファイリング分析にあたっては、井関

(1974)、池尾・他（2010）によって示される生活体系アプローチの消費行動メカニズムモデルに依拠して行った。ここで

その生活体系アプローチの消費行動メカニズムモデルとは、次の通りである。 

 ある生活主体の行動は、資源の量と内容を決める生活の構造的側面と資源の使い方を方向づける生活主体の価値

意識的側面によって規定されるという前提を置き、これを生活構造－生活意識－生活行動の３点セットで説明するもの

である（図２−３）。各構成概念は、次のように説明される。 

生活構造： 生活資源の量や内容を規定するかたちで、生活行動を条件づけ、制約する生活主体の構造的側面。社

会的な地位や役割、財・資産の保有パターンなど。(世帯収入、 家族構成、居住形態、資産の保有パターンなど。短

期的には安定しており、過去の生活行動の結果としてのストック的側面も持つ。具体的には、年齢、性別、家族構成、

職業、所得、居住形態、財・資産の保有パターンなど。 

生活意識： 生活構造と相互作用しつつ、生活行動を方向づける生活主体の価値意識的側面。具体的には、価値意

識、生活 信条、生活目標、生活設計、帰属意識、態度、動機、パーソナリティーなど。 

生活行動： 生活構造と生活意識から直接的影響を受け、また、生活環境から間接的影響を受けつつ、生活主体が見

せる顕示的行動。具体的には、時間、所得、空間などの生活資源の配分行動として捉えられる。 

（池尾・他 2010) 

 この生活体系アプローチの消費行動メカニズムに依拠することで、まちなか生活者・まちなか消費リーダーの行動お

よびニーズと、その要因としての彼らの生活構造、生活意識、すなわちなぜそう行動するのか・そう思うのか、について

検討することができると考える。 

 

図２−３ 生活行動、生活意識、生活構造 

 

生活構造           生活意識 

 

        生活行動 

 

（出所： 池尾・他 (2010) 図５−３ を一部修正） 
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３ 調査方法 

 

 本調査の目的は、まちなか生活者・まちなか消費リーダーの顕在・潜在ニーズに関する仮説の導出であり、仮説導出

のためには、定性調査が適しているとされる（池尾・他 2010）。このことから本調査においては、定性調査法の一種で

あるフォーカスグループインタビュー法を採用した。インタビュイは、本まちなかの主な生活者で、かつライフスタイル類

型モデルの一種である VALSモデルにおけるアーリーアダプターすなわちまちなか消費リーダーに相当すると想定さ

れた ①主婦 ②シニア ③高校生 ④社会人の４グループに属する人である。VALSモデルおよびアーリーアダプタ

ーについては４章にて記述する。インタビュー実施にあたっては、各グループを２つのサブグループに分け、インタビュ

イ２〜４人を１グループとした。インタビューは 2017年５月 11日および 18日に行われた。インタビュー時間は１グループ

１．５時間であった。インタビューフローは、次の通りである。（1）イントロダクション：座談会の目的や進め方の説明、（2）

普段の生活、過ごし方：まちなかに来るのか、あったとしてまちなかで何をするのか、（3）商店街使用状況：商店街を使

う場合は何を買うか、欲しいものの有無。商店街を使わない場合はどこを使うか、（4）商店街の印象：商店街についてど

う思うかなどの個人的なエピソード、（5）要望・改善：どうあればいいと思うか、（6）クロージング：何か言い残したこと、

等。 

  

４ 結果と考察：まちなか生活者・まちなか消費リーダーのプロファイリング 

 

 インタビュー結果は、別冊に記述した。 

 そのインタビュー調査結果をもとに、まちなか生活者・まちなか消費リーダーのまちなか商店街に対するニーズおよび

その背景を、Japan-VALSモデルおよび生活体系アプローチの消費行動メカニズムモデルに依拠し分析した。 

 まず、今回インタビューしたまちなか生活者は、VALSモデルに従えば、次のように分類できる。主婦は２つのセグメン

トに分類でき、片方は自己派アダプターに、もう片方は社会達成派である。高校生も２つのセグメントに分類でき、片方

は自己顕示派、もう片方は社会達成派である。シニアも２つのセグメントに分類でき、片方は自己顕示派、もう片方は社

会派アダプターである。社会人は３つのセグメントに分類でき、１つ目は同調派、２つ目は社会派アダプター、３つ目は

社会達成派である（図４−１）。 

 社会達成派に属すると考えられる主婦タイプ２、高校生タイプ２、社会人タイプ２はいずれも、まちなかに対して中から

高関与でありかつポジティブに反応していた。さらに社会派アダプターに属すると考えられるシニアタイプ２、社会人タ

イプ２も同様に、まちなかに対して中から高関与でありかつポジティブに反応していた。一方、自己顕示派に属すると考

えられるシニアタイプ１はまちなかに対して高関与でありかつポジティブであるものの、高校生タイプ１はまちなかに対し

て中関与でネガティブに反応し、自己派アダプターに属すると考えられる主婦タイプ１も、まちなかに対して中関与でネ

ガティブに反応していた。 

 すなわち同じアーリーアダプターあるいはアーリーマジョリティであっても、価値観として達成型にある場合は、まちな

かに対して関与しかつポジティブに反応するが、価値観として自己表現型にある場合は、まちなかに対して関与するも

ののネガティブに反応する傾向にあることが示唆される。 

 各セグメントについて、以下に説明する。 
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図４−１ まちなか生活者・まちなか消費リーダーの分類 

個人の価値観  

伝統型 達成型 自己表現型 受容先進性 

 革新創造派 

 

イノベーター 

伝統尊重派 

 

社会達成派 

 

主婦タイプ２ 

（まちなか中関与P） 

 

高校生タイプ２ 

（まちなか中関与P） 

 

社会人タイプ３ 

（まちなか高関与P） 

自己顕示派 

 

シニアタイプ１ 

（まちなか高関与P、上昇志向） 

 

高校生タイプ１ 

（まちなか中関与N） 

アーリー 

アダプター 

 

伝統派アダプター 

 

社会派アダプター 

 

シニアタイプ２ 

（まちなか高関与P、安定志向） 

 

社会人タイプ２ 

（まちなか中関与P） 

自己派アダプター 

 

主婦タイプ１ 

（まちなか中関与N） 

アーリー 

マジョリティ 

 

 同調派 

 

社会人タイプ１ 

（まちなか低関与） 

 フォロワー 

 

 雷同派 

 

 

 つつましい生活派 
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４−１．主婦 

 主婦は、転勤族という生活構造の核となる部分が共通している。それぞれ他県での生活経験が普段の生活の判断基

準であったとしても、その人の性格によってモノの捉え方が大きく異なることがわかった。  

 

タイプ１主婦  【まちなか中関与ネガティブ型】 

 タイプ１主婦はその生活意識から、VALSモデルのおける自己派アダプターと考えられるセグメントである。まちなかに

対しては、中程度に関与し（関心を持ち）、比較的ネガティブな印象を持っている。 

 生活構造は、郊外に在住する転勤族で、収入は中流、保育園と小学校の子供がいる４人家族である。 

 生活意識として、話している様子からは、外交的で明るく、思ったことやその時の感情を的確で素直に伝えることが出

来る性格。二児の母で、子供最優先の生活から、どのように楽をするか、どう節約に繋げるかを常に考え、行動している。

鳥取に対しては、自然が身近にあり子連れにはいい環境だというポジティブな意見がある反面、店員さんの態度が気

になることが多々あるという日ごろの不満からは、他県での生活経験が比較対象となっていることもあり、そのギャップか

らがっかりすることがしばしばあり、不満は日々積もっているようだ。 

 生活行動として、まちなかの行動では、用事がある時、子供と公園・映画・ランチ・イベントの時、「大丸」での物産展、

パン屋さん、ケーキ屋さん、「アムズ」、100均などに訪れる。駐車場がなく用事がすぐに住むときは路駐する。また、映

画館に行くときは車をイオンに停めるか、送り迎えをしてもらう。まちなか以外での行動は、普段の買い物として「イオン」

や「北イオン」、子供と「こどもの国」「かにっこ館」「わったいな」「親子劇場」などに訪れる。しゃんしゃん祭りは帰省する

ため行かない。 

 特に強調して訴えていた要望として、「無料駐車場（最低２時間無料にしてほしい）」「子連れでご飯を食べられる場所

（大したものでなくていいから、集まれる場所、親子で楽しめるところ）」という声が上がっていた。日ごろ家族のことを常

に考えながら、効率や節約を意識して行動している分、外食にはお金を使いたいという気持ちがあるようだ。その際に

は、家族との団らんの時間を、周囲への気配りや店員の態度などによって壊されたくないと強く願っていると捉えること

が出来る。また、罪悪感なく子供を預けて買い物できるところが欲しいという意見からは、日々の生活の中で子供が占

める割合が高く、自分の時間を持ち息抜きしたいが、そのことに対しての罪悪感や転勤族で頼れる人もいないため、息

抜きできる時間に対して大きな価値を置く。  

 これらのことからタイプ１の主婦は、家族とゆっくり過ごせる時間または気を抜ける時間を、ストレスを感じず外出先で

得たいというニーズがあると言える。郊外・まちなかに関わらず、駐車場が広く（まちなかの場合駐車場が無料であるこ

と）、店内も子供が騒いでいても問題ない、周囲に気を遣わなくていいような賑やかな雰囲気であること、商品のクオリ

ティーはそこそこであっても、店員さんの対応は標準かそれ以上であることが重要であり、その要素を合わせ持った場

が必要である。 
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主婦 タイプ１【中関与ネガティブ型】 

生活構造 生活意識 

生活行動 
1．生活構造 
1-1 
・郊外に在住（状況によって家を変える） 
・転勤族（他県での転勤を数回経験） 
・収入‐中流 
・４人家族（子供は保育園児と小学校低学年） 
・子供は県庁近くの保育園に通っている 
・車を所有しており、買い物は基本大型スーパー 
 

2．生活意識 
2-1 
・外交的な性格（思ったことやその時の感
情を的確で素直に伝えることが出来る） 
・効率重視（どうやって楽をするか常に考
える） 
・子供最優先 
・節約意識がやや強め（お祭では出店では
値段が高いため水筒持参することがある） 
・駐車場代を払いたくない 
・ご飯食べに行くときに店内に人がいない
と、おいしくないのかと思い他を探す 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取は過ごしやすいと思うが永住はいや 
・自然が身近にたくさんあってすぐ行ける
から子ずれにはいいことがいっぱいある 
・お店が少ないけど、人柄はいいと思う 
でも、店員さんの態度が気になる。 
・公共交通が充実していないため、運転で
きなくなったら暮らせるか不安に思う 
 
2-3（まちなかに対して） 
・「わらべ館」は安いしいいと思う 
・「真教寺公園」いいと思う 
・車だから、バスは面倒くさい。近くに
あっても使わないと思う 
・自転車を止めるところがない 
・飲み屋が金曜に閉まっていて店を探すの
が大変 
 
要望・希望 
①駐車場代を払いたくない（無料駐車場か
せめて２時間無料の駐車場が欲しい） 
②子連れでご飯を食べられる場所が欲しい
（大したものでなくていいから、集まれる
ところ） 
・親子で楽しめるところ 
③おいしいお店 
 
・罪悪感なく子供を預けて買い物出来る場 
・そこに行かないと無い何かがあれば、ま
ちなか行くかな 
・公共交通１５分に１本は欲しい（将来） 
・ショッピングモール 
・大きなプール 
 
3-2（まちなか以外） 
・普段の買い物は「イオン」「北ジャス」 
・「子供の国」「かにっこ館」「わったい
な」「親子劇場」に子供と訪れる 
・しゃんしゃん祭りは行かない（帰省） 
・大人だけでランチするとき 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・映画館に行くときは車をイオンに 
・子供と公園や散歩、映画、用事がある時、ランチ、イ
ベントの時、「大丸」での物産展がある時に訪れる。 
・まちぶらはしない 
・まちなかでは他にパン屋さん、ケーキ屋さん、１００
均「森の生活者」「アムズ」に行くことがあり、その際、
駐車場がない時は路駐して買う 
・大人だけでランチするときは来ない 

【イメージ画像の出典】 
・バイキングに関する旅行・お出かけ情報-じゃらんnet/ 
【大阪】1000円台のランチ食べ放題・バイキング！コスパ最強の店10選！より 
・雑誌mamagirl（ママガール）の公式Owndサイトより 
・資生堂TSUBAKI（ツバキ）公式サイトより 
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タイプ２主婦 【まちなか中関与ポジティブ型】 

 タイプ２主婦はその生活意識から、VALSモデルにおける社会達成派と考えられるセグメントである。まちなかに対して

は、中程度に関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っている。 

 生活構造は、まちなか付近に在住する転勤族で、収入は中流、小学生の子供がいる３人家族である。 

 生活意識として、話している様子からは、思っていることや感情を客観的にみて、論理的に伝えることができ、いろい

ろな角度からものを見れる落ち着いた性格。転勤でやってきたため、どの病院がいいという情報を得るのにお店の外観

を見て判断することもあるが、ネットの口コミはあまり載っていないため、子供の親同士での情報交換や、知り合いの人

に聞いたりしているということから、親同士のコミュニティーが強い。家族優先で考えて行動しており、少しでもいいもの

を食べさせたいという気持ちが強い。基本大型スーパーで買い物を済ませるが、モノによっては質や値段を気にして他

のスーパーを梯子することがある。まちなかのスーパーに対しての評価がかなり低い理由は、駐車場が充実していない

ことや、商品の品ぞろえ、質、値段などの個人的な基準を大幅に下回っていることが原因で、基準を満たしているまち

なかのお店では特定の商品を購入することがある。このことからは、家族の為にいい物をお手ごろ価格で手に入ること

に価値を感じるといえる。鳥取に対しては、住みやすくのんびり子育てできる子連れにまちだというポジティブな意見が

目立った。鳥取の人の気質に対しても好評価で、店員さんの態度に対してはこれもありだと、捉え方を変えて受け入れ

る姿勢でることから、不満を感じても物の捉え方が柔軟であるため、日常でのストレスは溜めにくい傾向があるが、不満

がないわけではない。 

 生活行動として、まちなかでの行動は、子供との散歩や公園、パン屋さん、用事（銀行、病院、市役所）、イベントの時、

「トスク」や「パレット鳥取」では野菜が安い時に訪れる。まちなかには基本歩いて訪れるため、帰りの荷物が多くなるよう

な普段の買い物などは郊外の大型スーパーに訪れる。 

 特に要望として挙がったことは、「まちなかの景観を改善してほしい」「まちなかのお店の品ぞろえが悪い為、改善する

か駅付近に大きなお店ができて欲しい」ということがあげられた。自分自身のことだけではなく、家族に対してメリットが

あるようにという自分以外の大切な存在に向けた思いがあるため、そのための努力は惜しまない。物の捉え方が柔軟に

できる性格であってもカバーしきれないことに対しての改善をひそかに願う。 

 これらのことからタイプ２の主婦は、家族にとってよりよいものが好条件で揃っているお店で買い物をスムーズに済ま

せたいというニーズと環境が整備されたまちで日常を気持ちよく快適に生活したいというニーズがあると言える。各店舗

では取扱商品の見直しや販売方法の改善、そこのお店に行くと、転勤族には有難い情報が得られたりするなどの工夫

が少なからず必要だ。また、景観改善では放置されている空き店舗から清掃する必要がある。 
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主婦 タイプ２【中関与ポジティブ型】 

1．生活構造 
1-1 
・県庁付近に在住 
・転勤族（他県での転勤を数回経験） 
・収入‐中流 
・３人家族（子供は小学生）特に子供が小さい時はま
ちなかをよく利用していた。 
・子供は県庁近くの小学校に通っている 
・車を所有しており、買い物は基本大型スーパー（食
材によっては調達する店を変える→買い方は多岐） 
 

2．生活意識 
2-1 
・内向的な性格（話している内容や態度か
ら、思っていることや、その時の感情を自
分の中で俯瞰し、論理的に伝えることが出
来る。いろいろな角度からものを見ている
ことが覗える） 
・家族最優先（少しでのいいものを食べさ
せたいから鮮度は大事）→鳥取産を特に買
うようにしている。安全で鮮度と質がいい
ことが分かっている 
・「エスマート」で購買意欲が湧かない 
・知らないことは積極的に聞く（病院の情
報などはネットでの口コミがほぼないから、
人からの情報やお店の外観を頼りに行く）
→子供の幼稚園での親同士のコミュニ
ティーが強い 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取は住みやすい、のんびり子育てでき
る子連れにいい町だと思う（習い事、子育
て支援充実） 
・鳥取の人の気質いいと思う、店員さんの
態度はこれもありかと思う（捉え方次第だ
と思う） 
 
2-3（まちなかに対して） 
・まちなかには歩いて訪れるため、アー
ケードは助かる 
・「真教寺公園」はとてもいいと思う 
・歩かないと分からないまちだと思う 
 
要望・希望 
①まちなかの整備、景観改善として川沿い
の雑草整備や空き店舗の掃除をしてほしい
（あまりにもほったらかしでボロボロの空
き店舗がるので、せめて綺麗にしてほし
い） 
②まちなかのお店はどこも小さくて品ぞろ
えがよくない（改善または駅付近に大きな
お店があったら便利かも） 
③小学校の統合したらいいのでは 
・小学生の遊ぶ場所がない→放課後に小学
校で遊べたらいいのに 
・公園には親が座れるベンチを置いてほし
い 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・まちなかに行く時基本歩き 
・まちなかのスーパーは駐車場問題や荷物があるから行かない 
・子供との散歩、公園、パン屋さん、銀行、市役所、病院、イベントの時など 
・他には安い時に「トスク」で野菜を買ったり、「パレット鳥取」で野菜を買ったりする 
 
3-2（まちなか以外） 
・普段の買い物は「サンマート」や「マルイ」などの郊外のスーパーに車で買いに行く 
・洋服は地元で調達するから、ここでは買おうと思っていない 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・オイシックス店舗一覧トップページ/イオン本牧店より 
・子育て情報誌Kodomoe（コドモエ）webより 
・花王エッセンシャル公式サイトより 
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４−２．シニア 

 シニア層では、Uターンで鳥取に戻ってきた人と、Iターンで鳥取に移住してきた人の、それぞれ、「まちなか高関与ポ

ジティブ型、上昇志向」と「まちなか高関与ポジティブ型、安定志向」のタイプに分けてみていく。 

 

タイプ１シニア 【まちなか高関与ポジティブ型、上昇志向】 

 タイプ１シニアはその生活意識から、VALSモデルにおける自己顕示派と考えられるセグメントである。まちなかに対し

ては、深く関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っており、かつ上昇志向であるといえる。 

 生活構造は、U ターンで鳥取に戻り、現在は郊外に住んでいる。現在も職に就いており収入は中流だ。車を所有して

いるが、まちなかなどあちこち行くときは自転車を使う。 

 生活意識として、今までの仕事で培ってきた経験を踏まえた専門的なものの見方を持っており、「いいな」と思ったも

のしか購入しないことから、自分なりのこだわりが強く、それを大事にする。また、新たに「勉強や学習がしたい」という気

持ちを持っており、知的好奇心が強い。また、多趣味であることから元気なアクティブシニアであると言える。戻ってきた

鳥取に対しては、「不便だけどこれもいいのかな」と思えたり、「都会に比べてないものはいっぱいあるけど本当に困るこ

とはない」という思いと、「まちなかに対しては昔と比べて寂しい」と思っていること、そして、今までの経験や知識から出

る、まちなかの課題に対しての自分なりの改善策や提案からは、それだけ日ごとから目を向けて生活し、昔のようなまち

の賑わいを切実に願っているように受け取れる。 

 生活行動として、まちなかでの行動は、喫茶店や飲食店、本屋、映画館に立ち寄る。また、昔を懐かしみながらまちの

変わりようを見て回る。同窓会でまちなかを活用することが多い。 

 要望・希望などでは、「買い物以外の賑わい創出や空き店舗をギャラリーなどで積極的に活用すればどうか」という提

案や「本屋さんとカフェが一緒になったお店」や「楽しく学べる教室、演奏の練習や発表の場があるといいな」という意見

が挙がった。文化的なものに触れたり、賑わっている中で過ごしたりすることで、日常をもっと楽しく生きたい気持ちが表

れているとともに、ただ楽しい、面白いだけでなく、そこから何か考えさせられるような、学びある楽しい日常を送ることに

価値を置くことが言える。 

 これらのことからタイプ１のシニアは、文化的なことを、心を弾ませながら触れる場または機会、日常のちょっとした自

由な空間に身を置くことを通して、自分にとっての学びを深めたり感性を磨いたり新たな発見をしたいというニーズがあ

る。タイプ１のようなアクティブシニアは、感覚が若く好奇心が強い。そのため、ニーズを満たすには、まさにシニア向け

に行うイベントや場や機会というよりも誰でも気軽に楽しめるようなラフなイベントを催すことが効果的だと言える。また、

機能面以上に面白さや自由さなどを重視するべきだ。遊び心がある空間、生活を楽しく出来るような場を提供すること

が必要だ。  
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シニア タイプ１【高関与ポジティブ型 上昇志向】 

1．生活構造 
1-1 
・郊外在住 
・Uターンで鳥取に戻ってきた。家族の事情等で
戻ってくる 
・家族構成‐ 
・収入‐中～中上流 
・車を所有しており、まちなかなどであちこち行く
ときは自転車を使う 
・これまでの仕事柄でモノの良し悪しがよく分かる 
 

2．生活意識 
2-1 
・アクティブシニア（元気なシニア層） 
・多趣味 
・昔を懐かしんだり、変わりようを見つめ
る視点 
・いいなと思ったものを買うため、まちな
かでの買い物は望めない 
・雑貨やステーショナリーは見るだけで楽
しい 
・勉強・学習したい気持ちがある→「高校
時代してなかったからかな」 
・祭りは、まちの賑わいの原点であり地域
の人がつながる原点だと思う 
話しの内容や態度、身に着けているものか
ら、ライフスタイルに対するこだわりが伺
えるこれまでの経験を踏まえた専門的なも
のの見方を行う、自分なりの価値観をしっ
かり持っており、日常の生活を楽しみたい
と思っている 
2-2（鳥取に対して） 
・不便だけど、これもいいのかなと思う 
・都会に比べてないものはいっぱいあるけ
ど、本当に困ることはない 
・車のマナーが悪い 
 
2-3（まちなかに対して） 
・昔と比べて、寂しい 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・喫茶店や飲食店、本屋、映画館に立ち寄る 
・子供の頃の風景とかを思い出しながら変わりようを見て、懐かしむ 
・同窓会でまちなかを活用することが多い 
・欲しいと思えるものがないので、買い物は望めない 
・手土産を買うなら「大丸」で食べ物買う（人による） 
 
3-2（まちなか以外） 
・普段の買い物など 

要望・希望 
①街の賑わいがほしい、買い物以外での賑
わい創出が出来ればいいと思う 
・空き店舗をギャラリーにしたり、映画館、
若者の活躍、イベント、祭り等での積極的
に活用すればいいのでは 
②本屋が欲しい、本屋×カフェ・喫茶店 
・学べる場や機会があればいいな（大学生
によるカジュアルな授業や文化的なお店） 
・演奏の練習の場と発表の場、教えあう場 
③憩い・遊び・自由な空間 
・まちなかのちょっと座れるベンチや
ちょっとした空間や人が集まれる空間 
・公共交通の充実としてバスの本数を増や
したらいいのに 
・無料駐車場 
・おいしいお店 
 
 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・BRAUN001webページ/製品仕様より 
・小学館HP/雑誌/サライより 
・ナイキ NIKE WMNS AIR MAX 90 ESSENTIAL-楽天市場サイトより 
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タイプ２シニア 【高関与ポジティブ型、安定志向】 

 タイプ２シニアはその生活意識から、VALSモデルにおける同調派+社会派アダプターと考えられるセグメントである。

まちなかに対しては深く関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っており、かつ安定志向であるといえる。 

 生活構造は、I ターンで鳥取に移住をはじめ、郊外在住,夫婦二人暮らしだ。車を所持しており、たまに自転車にも乗

る。 

 生活意識では、都会からの移住ではあるが健康的で田舎暮らし志向で、自然的・健康的なものに興味があるという特

徴がある。健康で持続可能な生活様式を好むというロハスピープルに当てはまり、ロハスシニアであると言える。話して

いる様子から、控えめで内向的な性格。雑誌でたとえるならロハスピープルのための快適生活マガジンである”ソトコト”

のターゲットに当てはまる雰囲気だ。都会ではないようなおすそ分けや人との距離感に田舎の良さを感じている。まち

なかのシャッター街には少し魅力がないことが気がかりではあるが、「鳥取は好きだし丁度いい」という思いがあり、自分

の生活様式にフィットしている様子だ。強い要望や主張はでないものの、駐車場代を支払うのに抵抗感を持っているこ

とや天気の悪い鳥取でも屋内で寛げるスペースがあればいいという意見などが挙がったことから、不満がないわけでは

ないことが分かる。 

 生活行動では、まちなかに来るときは映画や「イオン」「水越屋」「森の生活者」「カフェ二―」「ホンバコ」「定有堂」、蕎

麦屋などに訪れる。郊外に住んでいるため普段の買い物などでは訪れない。 

 これらのことからタイプ２のシニアは自分の時間を好きなことに触れながらゆっくり過ごしたいというニーズがあると言え

る。フリースペースというよりは健康的、自然が感じられるような専門店やカフェで程よくお店の人と話せる雰囲気をつく

れると、効果的だと言える。また、田舎らしさや鳥取らしさが感じられるとより心理的な充実感を感じてもらえるのではな

いか。  
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シニア タイプ２【高関与ポジティブ型 安定志向】  

1．生活構造 
1-1 
・郊外在住 
・Iターンで鳥取に移住してきた（夫の仕事で） 
・家族構成-二人暮らし 
・収入‐中流 
・車を所有している、たまに自転車に乗る 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・「イオン」や映画館で訪れるが、日常での買い物では来ない 
・「水越屋」「森の生活者」「カフェ二―」「ホンバコ」「定有堂」カフェ、蕎麦屋さん、などへ訪れる 
 
3-2（まちなか以外） 
・普段の買い物など（わざわざまちなか来ない） 
 
 

生活構造 生活意識 

生活行動 
2．生活意識 
2-1 
・ロハスピープルシニア（健康で持続可能
な生活様式を好む。田舎暮らし志向） 
・田舎好き 
・個性のあるお店が好き 
・駐車料金に抵抗がある 
・おすそ分けが有難い（都会ではないか
ら） 
・本屋さんが好き 
自然的・健康的なものを好み、普段の生活
の中では快適・雰囲気を静かに楽しむ生活
を送る。スローライフに憧れを抱く。 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取は好き。ちょうどいい 
 
2-3（まちなかに対して） 
・まちなかはシャッターが閉まっていて魅
力がない 
・人との距離感がちょうどよい（知り合い
に会う） 
・歩いたり自転車に乗ってみないといいお
店に気付けない 
・「バードハット」は暗いイメージがある 
 
要望・希望 
・無料駐車場（せめて２時間は無料であっ
てほしい） 
・映画代+駐車場代が納得いかない 
・天気の悪い鳥取でも（屋内で）寛げるス
ペース 
・空き店舗を、お店を持ちたい外から来た
人に貸せるようにしたらいいのでは 
・そこにしかないようなものがあれば行く 

【イメージ画像の出典】 
・リトットマルシェHPより 
・ソトコトHP/バックナンバーより 
・ハッピーエレファント 自然派のサラヤ公式通販サイトより 
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４−３．高校生 

 高校生は学校に通い部活動に所属していることから生活パターンが似ており、休日に友達と遊ぶパターンもほぼ同じ

であったことが分かった。また、都会志向タイプと県内志向タイプの２つの大きなタイプに分かれる。 

  

タイプ１高校生 【まちなか中関与ネガティブ型】 

 タイプ 1高校生はその生活意識から、VALSモデルにおける自己顕示派と考えられるセグメントである。まちなかに対

しては、中程度に関与し（関心を持ち）、比較的ネガティブな印象を持っている。 

 生活構造は、高校では部活に所属しており、通学は自転車。郊外在住の 4人家族。遊びに行くときにお金をもらう。 

 生活意識は、流行にはやや敏感で新商品が出たお店には足を運ぶことがしばしばある外交的な性格で、基本友達と

常に行動する。鳥取に対しての思い入れは皆無で、都会と鳥取の違いを見た上で都会の環境で生活することに強く憧

れる。また、将来は県外に出たいという強い希望を持つ。 

 生活行動では、まちなかには、映画やカラオケ、カフェ、プリクラ、「シャミネ」などに友達と訪れる。郊外では「北イオン」

によく訪れる。長期休暇の時には県外によく買い物に出かける。 

 まちなかにあったらいいものとして、都会にあるような服屋や雑貨屋という要望が特に強調されていたことなどから、モ

ノやコトの豊富さの中で、買い物を楽しんだり、オシャレな空間や世界観に触れて刺激を受けたりファッションで自己表

現をしたりすることに幸せや価値を感じる。そして、鳥取に対してのいいところが思いつかないという意見からは、自分

の価値基準で鳥取と他県を照らし合わせたときに、自分にとっての価値を実現する要素が見当たらず、受け入れられ

ない様子だ。 

 これらのことから、タイプ１の高校生は、都会的な環境の中で、自分の好きなこだわりのファッションで楽しく買い物をし

たり、オシャレな空間で時間を消費したりすることを通し、自分を表現したいというニーズがある。このニーズに対しては、

彼女がこだわるファッションを提供しているお店があることや、彼女が望む刺激あるライフスタイルを送れる外部環境が

必要だ。しかし、現状のまちなかに都会の要素を少し入れたところで、彼女には魅力あるものとして捉えてもらうことは難

しい。  
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女子高校生 タイプ１【中関与ネガティブ型】 

1．生活構造 
1-1 
・郊外在住 
・現役高校２年生 
・部活に所属 
・通学は自転車 
・家族構成‐４人家族 
・収入‐お年玉、お小遣い（遊びに行く時
にもらう） 
・お金と時間の制限がある 

2．生活意識 
2-1 
・外交的な性格 
・流行に敏感（カフェとかで新商品がでた
ら行く） 
→外部からの情報につられる傾向がある。
自分から積極的に友達を誘って行動に移す
よりも、友達に誘われて行動に移すことが
多い 
・基本友達と行動（２～４人） 
・ここにしか無い感は気にしない 
・行きにくい場所や店員さんの態度が悪い
ところには行きたくない 
・値段が良くてオシャレなところは行きた
いと思う 
都会と鳥取の違いを理解し、都会に身を置
きたいと思っている 
話している内容や雰囲気、態度から、鳥取
に対しての思い入れは皆無で、都会での環
境で生活することを幸せとし、強い都会志
向であることが伺える。 
また、ファッションに強い興味を持ってい
たことから、日頃の情報収集は活発的に行
う傾向がある（雑誌・友達との会話・SNS・
店頭など）。そして、自分がこだわりを
持って服や身に着けるものを選び、自己表
現に価値を置いていることが伺える。 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取のいいところが思いつかない 
・将来は県外に出たい 
・行きたいお店がない 
・行きたい大学が無い 
・交通の便が悪い 
 
2-3（まちなかに対して） 
・店員さん親切じゃなかった 
 
要望・希望 
①都会にあるような服屋や雑貨屋 
・お店を置いてほしい 
・「セブンイレブン」 
・大きなショッピングモール 
②遊ぶところがほしい 
③コンサート、野外ライブがあればいいな 
 
・暗いから街灯置いてほしい 
 
3-2（まちなか以外） 
・長期休暇の時は県外によく買い物に出か
ける（友達や家族） 
・「北イオン」にはよくいく（友達とか家
族とか） 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・映画、カラオケ、カフェ（「カフェソース」「カフェ
二―」「アメリ」）、プリクラ、「ミスド」「マック」
「シャミネ」に友達と行く→過ごし方は行く友達によっ
て変わる 
・主に週末か部活の後に訪れる。 
・カフェはおよそ１～２時間程度滞在 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・WEGOウィゴーHP/shops/ WEGO SHIBUYA109店より 
・おしゃれ先どり”NO.1”ガール！［web zipper］より 
・SPINNS-スピンズ公式通販サイトより 
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タイプ２高校生 【まちなか中関与ポジティブ型】 

 タイプ２高校生はその生活意識から、VALSモデルにおける社会達成派と考えられるセグメントである。まちなかに対

しては、中程度に関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っている。 

 生活構造は、高校では部活に所属しており、徒歩通学。郊外在住の４人家族で、遊びに行くときにお金をもらう。 

 生活意識は、内向的な性格で特に家族思いであることが特徴である。将来のことも現実的に考えていることや、落ち

着いている様子から精神年齢が高いと伺える。都会と鳥取の違いを理解したうえで、鳥取に身を置きたいと考えており、

「鳥取は好きだしいいところだと思う」という意見や「空気がきれいで自然が楽しめる」「田舎だと思うけど不満はない」と

いうようなポジティブな意見が多く見られたことから、県内志向が強い。「ここにしかない革新的な何かが欲しい」という意

見からは、具体的に望むものはないものの、この場所でここにしかないという特別感を感じながら静かに友達と楽しみた

いという願いが感じられる。また、「面白く、外観がいいお店」や「友達と雑談できるスペースがあるお店」などの友達同

士で楽しめるお店があればいいという意見が挙がった。 

 生活行動では、まちなかには、カラオケやプリクラ、カフェ、公園などに友達と行って遊ぶ。また、時には友達だけでな

く家族や特に妹とも訪れる。友達や家族との会話や団らんの時間をとても大切にし、大切な人との時間を共有できるこ

とに価値を置く。 

 これらのことからタイプ２の高校生は、外観がいいお店や居心地のいいオシャレなお店などで、その時の経験を共有

し親密な人との時間を楽しみたい、または絆を深めて大切にしたいというニーズがある。都会に寄せた店舗やチェーン

店というよりも、ここにしか無いという希少性がある店舗の方が、彼女には魅力的に映るだろう。また、時間やお金の制

限が大きい高校生でも、快適に過ごすことが出来る開放感のある場や自分たちの輪を外部から壊されることのない居

心地のいい空間に長時間滞在できる雰囲気づくりが必要だ。  
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女子高校生 タイプ２【中関与ポジティブ型】 

1．生活構造 
1-1 
・郊外在住 
・現役高校２年生 
・部活に所属 
・徒歩通学 
・収入‐お小遣い（遊ぶときにもらう） 
・家族構成-４人家族で妹がいる 
・お金と時間に制限がある 

2．生活意識 
2-1 
・内向的な性格 
・家族思い（親に迷惑をかけたくない/妹思
い） 
・友達同士で楽しみたい（友達同士で喋っ
たりなにかたべたりして元気を出す） 
都会と鳥取の違いを理解したうえで、鳥取
に身を置きたいと思い、将来のことも現実
的に考えることが出来る 
話す内容や雰囲気、態度から、自分中心に
考えるというよりは、家族のことを考えて、
それを一つの行動基準としている、県内で
の生活に不満はなく、現在の生活環境を幸
せとする県内志向だと伺える 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取は好き、いいところだと思う 
・田舎だとは思うけど、不満はない 
・空気がきれい（県外に出てわかった） 
・自然があるから楽しめる 
 
 
2-3（まちなかに対して） 
・まちなかは普段使わないからどんなお店
があるかわからない 
 
要望・希望 
①面白い、外観がいいお店 
②友達と雑談できるスペースがあるお店 
・友達同士で楽しめる場所 
・スイーツ系のお店 
・その場で買って食べれるところ 
③服屋さんや雑貨屋さん 
 
 
 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・基本休日に来る 
・友達とカラオケ、プリクラ、カフェ（「カフェミライ」「カフェソース」）「ミスド」公園に訪れる 
・待ち合わせは、駅やイオンに集合して、その周辺をぶらぶらしながら、まちなかでどこに行くか決める 
・公園で喋る時はコンビニでおやつを買って食べながら喋ったりする 
・友達、家族、妹と訪れる 
 
3-2（まちなか以外） 
・「北イオン」に行く 
 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・web Lazuda:タウン情報ラズダオフィシャルサイト/MIRAI      
restaurant＆cafeより 
・mini（ミニ）webサイトより 
・cafe SOURCE HP/MENUより 
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４−４．社会人 

 社会人は、タイプ１：まちなかに対してあまり興味関心を持たず淡々と生活、タイプ２：まちなかに興味を持ちつつ受動

的な生活の中で居心地を感じて生活、タイプ３：まちなかを楽しんでいる又は楽しみたいと思い能動的に行動するとい

う 3つのタイプに分けられた。 

 

タイプ１社会人 【まちなか低関与型】 

 タイプ１社会人はその生活意識から、VALSモデルにおける同調派と考えられるセグメントである。まちなかに対しては、

低関与である（関心が薄い）。 

 生活構造は、県内出身者で職場が駅南側で、収入は中流の独身男性である。移動は基本車。 

 生活意識としては、内向的で素直な性格。生活するうえでの強い希望やこだわりは持っておらず、基本受け身な姿勢。

お店の外観はきれいじゃないけど、お店の人がいいから、「えん」や「王将」が好きと話す様子からは、お店の雰囲気や

外観などのビジュアルはあまり気にせず、店主の人柄や料理の味を重視する。また、まちなかに対しての興味関心は

薄いが、現状の生活に不満を持たない。今の環境の中で淡々と生活していることが特徴で、肯定的な意見も所々でみ

られた。外出先では一人でゆっくりと時間を過ごすことは比較的少なく、誰かと飲みで時間を過ごすことが生活の中で

大半を占めるため、人と飲みに行くこと自体に価値を置く。日常の行動パターンが決まっており、自分から新しいものを

見つけて開拓したいという気持ちは薄く、あまり変化を求めない。 

 生活行動として、まちなかではほとんど誰かと飲みに行くときにしか訪れない。週に２～３回は飲みに行き、行くお店も

大体決まっている。その他には、喫茶店、友達が遊びに来たとき、イベントの時、花見などで訪れることがある。普段の

お昼ご飯は外食かコンビニで済ます。県外での買い物を楽しんだり、ネットショッピングをしたりする。これらのことかあら、

外出先では一人で過ごす時間よりも誰かと時間を過ごすことが多く、またそれを大切にしている。 

 要望希望としては、弁当屋、本屋、CD ショップ、「ゲオ」「ラウンドワン」などの娯楽施設を挙げていたが、「ないものね

だりかもね」という本音の部分からは、本人自身の意見ではなく、一般的にこうあってほしいという意見に流されているよ

うにも取れる。 

 これらのことからタイプ１の社会人は、飲みの席で人とのコミュニケーションをできるだけ大切にしたいというニーズがあ

ると言える。自分から飲みに誘うというよりは、誘われたり流れだったりして飲みに行くことが多いと見て取れるため、誘う

側の人がどんなタイプの人かということを理解することが必要だ。  
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社会人 タイプ１【低関与】 

1．生活構造 
1-1 
・県内出身 
・郊外在住 
・駅南に職場がある 
・収入‐中流 
・車を所有 
・独身 

2．生活意識 
2-1 
・内向的で素直な性格 
・「えん」「王将」が好き（お店の外観は
きれいじゃないけど、お店の人がいいから
好き） 
話している様子から、まちなかには興味が
あまりなく、現状の生活にも不満をあまり
持たず今の環境の中で淡々と生活している
様子 
お店の雰囲気や外観などのビジュアルや居
心地というものはあまり求めておらず、店
主の人柄や料理の味を重視する。また、人
と飲みに行くこと自体に価値を置く。 
 
2-2（鳥取に対して） 
・ないなりに楽しんでいるかも 
 
2-3（まちなかに対して） 
・駅北は駐車場がないから行こうと思えな
い 
・まちなかでの思い出はあんまりない 
・カフェがあってもいけない 
・県外から来た人たちにとってはもっと見
栄えがいい方がいいかもね 
 
 
要望・希望 
・弁当屋が欲しいかも 
・本屋、CDショップ、「ゲオ」 
・「ラウンドワン」などの娯楽施設 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・まちなかに訪れるときは誰かと飲みに行く時がほとんど 
・飲みは週に２～３回くらいで、行くお店は大体決まっている 
・休日に喫茶店に寄ったり、友達が遊びに来たときやイベント、花見など 
 
3-2（まちなか以外） 
・郊外でご飯 
・県外に出て買い物を楽しむことがある 
・ネットショッピングをすることがある 
・普段の昼食は外食かコンビニで済ませる 
 
 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・たもや-鳥取/居酒屋[食べログ]より 
・モノ・マガジン公式サイト mono online より 
・ABC-MARTオンラインストア【公式】スニーカーページ―より 



24 

 

タイプ２社会人 【まちなか中関与ポジティブ型】 

 タイプ２社会人はその生活意識から、VALSモデルにおける社会派アダプターと考えられるセグメントである。まちなか

に対しては、中程度に関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っている。 

 生活構造は、県内出身者で県外大学に進学した後、就職で鳥取に戻ってきたが、地元好きということも一つの要因。

職場は駅北側で、収入は中流の独身男性。 

 生活意識として、控えめで、静かでゆっくりとした暮らしが自分に向いていると思っていることから内向的な性格だとい

えるが、興味のあることには積極的に行動する面を持つ。買い物にはあまり興味がないのが特徴。まちなかに対して、

高校までは関わりがなく何も関心がなかったが、イベントに参加して知り合いが増える中で、人との関わりに居心地の良

さを感じたり、人との関わりを持つにつれてまちに愛着を感じている。このことから”人との繋がり”に幸せや価値を感じ、

自分の生活を豊かにするものととらえていると言える。県内やまちなかに対してネガティブな意見が見られず、この環境

を好んでおり、今の生活に対して充実していると言える。 

 生活行動は、まちなかでのすごし方として、用事があるとき、飲みに行くとき、「ホンバコ」、本屋さん、お昼ご飯、イベン

トのときに訪れる。職場が近いということもありまちなかを利用する頻度は高い。 

 要望としては、「時間を過ごせる空間」や「一人で行けるカフェ」「くつろげるスペース」を挙げていた。その際、知り合い

の人がいたり、何かの関係性があったりすると立ち寄りやすいという意見もあった。 

 これらのことからタイプ２の社会人は、他人との心地よい距離感のなかで、自分の時間をゆったりと過ごし、まちとの繋

がりを大切にしたいというニーズがある。人と程よく関われ、自分の教養の糧となる要素が詰まった場を好むと言える。

ホンバコみたいな所があったらいいなという意見から、タイプ２のニーズを満たす為にも、このお店は大いに参考にな

る。  
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社会人 タイプ２【中関与ポジティブ型】  

1．生活構造 
1-1 
・県内出身者 
・大学で県外に出ていて就職で戻ってきた 
・駅北に職場がある 
・収入‐中流 
・車を所有 
・独身 

2．生活意識 
2-1 
・内向的 
・地域づくりに興味がある 
・人との関わりに居心地の良さを感じる
（人と関わりを持つにつれて、まちに愛着
を感じる） 
・お店には、知り合いとかがいる方が入り
やすいと感じる 
話している様子から、控えめな性格で、静
かでゆっくりとした暮らしが自分には向い
ていると思っている。 
購買意欲はあまりなく、買い物などはあま
りしない。それ以上に、人との関わりや一
人での質のいい時間を過ごせる場に価値や
幸せを感じる、休日はそのようなところで
たっぷり時間を使いたいと思う様子が伺え
る。 
 
2-2（鳥取に対して） 
・高校の時とは見方が変わった 
・何かと手が届く環境だと思った 
 
2-3（まちなかに対して） 
・高校の時はお店との関わりがなかったか
ら、まちなかの思い出があまりない 
・映画館がガラガラで安い 
・以前はただ通過したり、用事したりする
だけだったが、関わりが増えてから愛着が
持てるようになってきた 
高校生のときまでは生活の中でのまちなか
や社会との関わりがなかったが、社会人と
して地元で働くようになり、社会との関わ
りも広くなりつつある環境に充実感を感じ
ている様子。 
 
要望・希望 
①時間を過ごせる空間があればうれしい 
・一人で行けるカフェ 
・本屋さん 
・くつろげるスペース 
・ふらっと立ち寄れるところ 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・自転車で行動することがある 
・他には用事がある時、「ホンバコ」、本屋さん、お昼
ご飯を食べる時、イベントの時、のみの時などに利用し
ている。 
 
3-2（まちなか以外） 
 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・BOOK Cafeホンバコ HPより 
・出版社マガジンハウスwebサイトより 
・ABC-MARTオンラインストア【公式】スニーカーページより 
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タイプ３社会人 【まちなか高関与ポジティブ型】 

 タイプ３社会人はその生活意識から、VALSモデルにおける社会達成派と考えられるセグメントである。まちなかに対

しては、深く関与し（関心を持ち）、比較的ポジティブな印象を持っている。 

 生活構造は、県内出身者で県外大学に進学した後、就職で鳥取に戻ってきた。職場は駅北側で収入は中流の独身

女性である。 

 生活意識は、仕事や生活環境にも慣れてきて、時間やお金を自分のために使えるということもあり、気持ちに余裕が

できている。話している様子からはとても落ち着いており、自分の意思をしっかりと持つ。まちなかを開拓しようという気

持ちがあるものの、同じお店に行ってしまうことがしばしばあるというところで、外向寄りの内向的性格だと伺える。 

 生活行動では、職場が近いこともあり普段からまちなかを利用している。「森の生活者」のような人との近すぎない距離

感のお店が落ち着く。一人ではお気に入りのカフェで本を読んだり、友達とイベントに訪れたり、日常の生活の中での

発見を楽しんだりと悠々自適な生活を送っている。鳥取やまちなかに対しての意見ではあまりネガティブな意見が挙が

らなかった。鳥取に対しては、親切な人がいたことが思い出になっているという発言では、人からの温かさを感じる記憶

は、その土地の印象・評価につながると言える。 

 要望として、「ちょっとしたプレゼントが買えるお店」「本や雑貨、日用品のお店」「居心地のいいお店」などが挙がった。

誰かのプレゼントを選ぶ際、相手に合ったものを妥協せず選びたいという思いがある。そのため自分の買い物の時以

上にエネルギーを使ってしまうことが考えられる。本や日用雑貨のお店には、日常が楽しくなるようなものを手に入れる

ことが出来る幸福感であったり、そのような多彩な商品や洗練された世界観に触れることでワクワクしたり、楽しみたいと

願っている。また、居心地の良いお店で、自分の好きなことに浸りリラックスしたいことが伺える。 

 これらのことからタイプ３の社会人は、日常的に居心地の良いカフェなどで好きなことやものに囲まれてリラックスした

いということ、好きな本や雑貨を楽しみながら店頭で自他のために選び、多彩なものやその空間に触れることで感性を

磨きたいというニーズがある。誰かのプレゼントを選ぶ際、思いやりが強い性格の為、妥協せず、かつ楽しみながら選

び、スムーズに自分が納得できるギフトを選びたいというニーズが隠されていると考える。納得できるようなプレゼントが

あったとしても見せ方が不十分ならそれだけ、”楽しみたい””感性を磨きたい”という期待が冷めて、十分に彼女の価値

を実現することが出来ない。そのため、商品をただ並べるだけでなく、使う時のイメージが湧くような新しい提案や品ぞ

ろえの工夫をすることで、何か”気づき”が得られるようにすることが社会達成派の彼女には効果的だと言える。その為、

鳥取のものやそうでないものでも、都会的な商品の見せ方や提供の仕方が重要だと言える。 
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社会人 タイプ３【高関与ポジティブ型】  

1．生活構造 
1-1 
・県内出身 
・大学で県外に出たが、戻ってきた 
・駅北エリアに職場がある 
・収入-中流 
・車所有 
・独身 

2．生活意識 
2-1 
・外交寄りの内向的 
まちなかを開拓したいと思っているが、同じ
ところに行ってしまうことがしばしばある 
・イベントでのオシャレな家族をみていいな
と思ったり、まちなかでの楽しみ方を考えた
りと生活の中での発見を楽しむ 
・人との近すぎない距離感に落ち着きを感じ
る（「森の生活者」「ニジノキ」） 
・悠々自適な生活を送っている 
話している様子から、とても落ち着いている
性格で、何にでも幅広く興味を持ち楽しむこ
とが出来る性格だと伺える 
 
2-2（鳥取に対して） 
・鳥取市に来たときはアウェー感だったけど、
親切な人がいたことが思い出になっている 
・みんなおとなしい印象 
 
 
2-3（まちなかに対して） 
・ちょっとしたギフトを買うお店がない 
・居心地のいいお店が限られていてあまりな
い 
・袋川沿いの桜がきれいだったのが印象的 
 
 
 
要望・希望 
①プレゼントやギフトなどを買えるお店 
②本屋+雑貨+日用品のお店 
・雑貨屋さん 
・化粧品のお店 
③居心地のいいお店が限られているから、も
う少しあればいいな 
④川沿いの雑草の整備→袋川のところに人が
寛げるスペースがあれば、まちのイメージが
変わるのでは？人がいたら行ってみようと思
える。理想は京都の鴨川。 
 

3．生活行動 
3-1（まちなか） 
・昼食時、徒歩圏内で探して食べに行くことがある（テイクアウトより店内で食べたい） 
・飲み会、お茶、食事、喫茶店、好きなお店、イベントなどで訪れるが頻繁には来ない 
（休日は県庁に車を停めておく） 
・本を読みたいときに好きなカフェ「森の生活者」に行く 
・友達と晩ごはん食べに行く 
・ちょっとしたプレゼントやギフトを買う時 
 
3-2（まちなか以外） 
・「ユニクロ」で服をかったりする 

生活構造 生活意識 

生活行動 

【イメージ画像の出典】 
・鳥取因幡観光ネット-[Cafeニジノキ（名物グルメ）]より 
・Vikka HP/バックナンバーより 
・MARKS＆WEB HPより 



28 

 

５ 提言 

 

 まちなかの生活者・まちなか消費リーダーは、商店街と各個店に、顕在的・潜在的に何を求めているのか（ニーズ）、

そして商店街と各個店は彼らに価値物として何を提供・創造すべきか。以上のまちなか生活者・まちなか消費リーダー

のニーズとその背景についての考察から、彼らのニーズに対応するために必要と考えられることを、次に提言としてまと

める。 

 

主婦タイプ１【自己派アダプター； まちなか中関与ネガティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 家族と過ごす時間や気を抜ける時間を、ストレスなく外出先で得たいというニーズを満たすためには、以下のことを実

現する必要があるだろう。 

 ・駐車場が広く料金がかからないこと 

 ・子供が騒いでいても問題なく、周囲に気を遣わなくていいような賑やかな雰囲気で、店員さんの対応は標準的かそ

れ以上のお店 

 

主婦タイプ２【社会達成派； まちなか中関与ポジティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 家族にとって良い商品が好条件で揃うお店で買い物をスムーズに済ませたいというニーズ、日常を気持ち良く快適に

生活したいというニーズを満たすためには、以下のことを行う必要がある。 

 ・品質の良い地元産の食材が手ごろな価格で揃うお店 

 （まちなかスーパーの品揃えの見直しや改善） 

 ・景観の良いまち（空き店舗や川沿いの雑草の掃除など） 

 

シニアタイプ１【自己顕示派； まちなか高関与ポジティブ型、上昇志向】のような人をターゲットとする場合 

 文化的なことを心弾ませながら触れる場や機会、日常のちょっとした自由な空間に身を置くことを通して、自分にとっ

ての学びを深めたり感性を磨いたりという新たな発見をしたいというニーズがあるため、以下のことが必要となる。 

 ・まちの賑わい（買い物以外での） 

 ・楽しく学べる場（なるべくラフで、濃いカテゴリーや内容） 

 ・文化的なものが楽しめる場（ギャラリーや本屋など） 

 ・遊び心がある空間（まちなかのベンチなどちょっとした憩いのある空間、集まれるスペース、） 

 

シニアタイプ２【社会派アダプター； まちなか高関与ポジティブ型、安定志向】のような人をターゲットとする場合 

 魅力あふれるまちの中で、その雰囲気を楽しみ、自分の時間を好きなものに触れながらゆっくりと過ごしたいというニ

ーズがあるため、以下のことが必要だと言えるのではないか。 

 ・自然的・健康的な商品を扱う個性的なお店 

 ・屋内で寛げるスペース 

 ・まちなかの魅力（シャッター街の改善） 

 

高校生タイプ１【自己顕示派； まちなか中関与ネガティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 都会的な環境の中で、好きなファッションでオシャレな空間で時間を過ごすことを通し、自分を表現したいというニー
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ズがあり、それを満たすためには以下のことが必要だ。 

 ・都会にあるような、お店や娯楽施設、イベント 

 ・流行を感じられる服屋や雑貨屋、カフェなどのオシャレなお店 

 ・友達と遊べる場所 

 

高校生タイプ２【社会達成派； まちなか中関与ポジティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 居心地がいいオシャレなお店で、親しい人との時間を楽しみたい、または絆を深めて大切にしたいというニーズがあ

るため、以下のことが必要と言える。 

 ・ここにしかないような特徴あるオシャレ・面白いお店（友達との共感、思い出になる要素が強くなるような工夫） 

 ・友達と長時間喋れて、”居てもいい”という雰囲気があるお店 

 

社会人タイプ１【同調派； まちなか低関与型】のような人をターゲットとする場合 

 飲みの席での人とのコミュニケーションや誰かと一緒に過ごす時間を大切にしたいというニーズがあるが、同調派であ

ることから、以下のことが効果的であると言える。 

 ・社会人タイプ１を飲みに誘う側の人のタイプを理解し、そのタイプに向けてのアプローチ 

 

社会人タイプ２【社会派アダプター； まちなか中関与ポジティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 他人との心地よい距離感の中で、自分の時間を過ごし、まちとの繋がりを大切にしたいというニーズがあり、以下のこ

とが必要だ。 

 ・他人との程よい距離感の中で時間を過ごせる空間（教養の糧となる要素を含む工夫） 

 ・本屋やカフェなどの寛げるスペース（一人でも複数人でも居心地がいい構造） 

 

社会人タイプ３【社会達成派； まちなか高関与ポジティブ型】のような人をターゲットとする場合 

 本や雑貨などを扱うお店で商品を楽しみながら選んだり触れたりすることで感性を磨きたいというニーズあり、以下の

ことが必要だ。 

 ・本・日用品・雑貨・ギフトなど多彩なものに出会えるお店（提供方法に工夫が必要） 

 ・日常を楽しくできるような新しい気づきや、モノに触れられる機会 

 ・人との距離が近すぎない、居心地の良いお店 

 

 VALSモデルにおける社会達成派にあたる主婦タイプ２、高校タイプ２、社会人タイプ３、社会派アダプターにあたるシ

ニアタイプ２、社会人タイプ２、あるいは自己顕示派にあたるシニアタイプ１はいずれも、まちなかに対して中から高関与

でかつポジティブな印象を持っていることから、商店街や個店にとって、アプローチの仕方により、彼らはより容易にロイ

ヤル顧客になる可能性があるものと考えられる。 

 それに対して自己顕示派にあたる高校生タイプ１、自己派アダプターにあたる主婦タイプ１はいずれも、まちなかに対

して中関与でかつネガティブな印象を持っており、商店街や個店にとって彼らにアプローチし、ロイヤル顧客になって

もらうのは簡単ではないだろう。ただし彼らの態度はアーリーアダプターあるいはその次のアーリーマジョリティとして、

市場を牽引するドライバーであることから、彼らをロイヤルにさせることができれば、より多くの顧客を引きつけることにな

ることが考えられる。 
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 同調派にあたる社会人タイプ１は、まちなかに対しては飲みだけが主の目的であり、まちなかそのものには関心が薄

い。しかしまちなかにあって、飲み屋は集客と活性化の点で、その重要な機能を担っており、むしろまちなかにおいて

特に常に成功している商店街や個店として見ることもできる。その意味で、まちなかにおける飲み屋は、社会人タイプ１

のような同調派を引きつけておくものとして重要と考えられる。 

 

 今後の課題として、本調査で導出したまちなか生活者・まちなか消費リーダーのタイプについて、定量調査によりそれ

らの妥当性検討と市場規模の把握をすることがあげられる。そのために、そのタイプの分類軸となる心理傾向の測定尺

度を作る必要がある。ただし、本調査で導出したまちなか生活者・まちなか消費リーダーのタイプとそれぞれのプロファ

イリングの知見とは、まちなかにおいて個店を出店しようとするときの、その個店が意識すべき顧客像を表すものであり、

それはまた通常の定量調査では得られないほどの詳細なものであり、参考になるものと考える。  
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